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は
じ
め
に

❶
越
後
応
永
の
乱
の
展
開
と
幕
府
・
鎌
倉
府

❷
奥
羽
諸
氏
の
動
向
と
系
列
化

❸
室
町
期
の
伊
達
領
と
越
後

お
わ
り
に

　
伊
達
氏
の
侵
入
と
そ
の
背
景

本
稿
は
、
越
後
応
永
の
乱
（
一
四
二
〇
年
代
に
越
後
で
守
護
上
杉
氏
と
守
護
代
長
尾
氏
と
が
衝
突

し
た
内
紛
）
に
、
隣
国
か
ら
軍
事
的
に
介
入
し
て
き
た
陸
奥
伊
達
氏
の
動
向
を
辿
る
と
と
も
に
、
そ

こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、
同
時
期
に
お
け
る
越
後
と
奥
羽
（
陸
奥
・
出
羽
両
国
）
の
南
部
と
の
間
で

展
開
さ
れ
た
人
的
・
物
的
交
流
の
様
相
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
で
、
乱
の
過
程
と
、
室
町
幕
府
・
鎌
倉
府
か
ら
の
関
与
を
確
認
し
た
。
幕
府
・
鎌
倉

府
間
の
対
立
か
ら
、
守
護
上
杉
氏
は
幕
府
方
に
、
守
護
代
長
尾
氏
は
鎌
倉
府
方
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
幕
府
は
守
護
方
へ
の
軍
事
的
支
援
を
隣
国
に
も
命
じ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
実
際
に
越
後
に
出

陣
し
た
伊
達
氏
の
行
動
は
、
幕
府
重
鎮
の
細
川
氏
と
の
関
係
性
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
同
じ
幕
府
重
鎮
で
も
斯
波
氏
と
繋
が
る
出
羽
大
宝
寺
氏
は
、
鎌
倉
府
と
の
関
係
も
良
好
だ
っ

た
た
め
、
中
立
的
に
動
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
伊
達
氏
・
大
宝
寺
氏
の
よ
う
な
幕
府
重
鎮
を
中

心
と
し
た
系
列
化
は
、
南
北
朝
期
か
ら
進
展
し
て
い
た
全
国
的
な
動
き
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
第
二
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

当
時
の
政
治
状
況
か
ら
実
行
さ
れ
た
伊
達
氏
の
越
後
出
兵
で
あ
る
が
、
混
乱
に
乗
じ
て
、
伊
達
氏

は
越
後
北
部
の
奥
山
荘
周
辺
で
拠
点
確
保
の
動
き
に
出
る
。
こ
の
点
を
第
三
章
で
検
討
し
、
こ
れ
以

前
に
伊
達
氏
が
幕
府
か
ら
越
後
国
内
で
所
領
を
与
え
ら
れ
て
い
た
例
や
、
越
前
陶
器
の
出
土
例
か　

ら
、
伊
達
領
国
で
は
日
本
海
側
か
ら
の
物
資
流
入
が
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
点
を
確
認
し
た
。

室
町
期
の
伊
達
氏
は
幕
府
と
の
通
交
を
維
持
さ
せ
る
必
要
も
あ
り
、
越
後
と
の
関
係
性
を
保
ち
続
け

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

越
後
と
伊
達
領
国
の
間
に
お
け
る
人
的
・
物
的
交
流
を
前
提
に
す
る
と
、
乱
に
お
け
る
伊
達
氏
の

軍
勢
も
、
そ
の
一
つ
に
位
置
づ
け
う
る
。
越
後
と
南
奥
羽
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
広
域
的
な
人
・
モ

ノ
の
動
き
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
か
ら
不
明
な
部
分
も
大
き
い
が
、
さ
ら
に
前
後
の
時
期
に
も
視

野
を
広
げ
、
今
後
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
越
後
応
永
の
乱
、
伊
達
持
宗
、
奥
山
荘
、
京
都
御
扶
持
衆
、
足
利
義
持
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説
明
し
た
よ
う
に
、
鎌
倉
府
の
周
辺
国
と
な
る
越
後
・
信
濃
・
駿
河
・
南
奥
羽
と
い
っ

た
国
々
に
は
幕
府
側
の
政
治
的
意
図
や
対
立
の
皺
寄
せ
が
色
濃
く
現
れ
て
く
る
。
事

実
、
越
後
応
永
の
乱
に
お
い
て
も
、
隣
国
の
諸
氏
た
ち
が
参
戦
し
、
な
か
に
は
拠
点

を
確
保
す
る
動
き
を
見
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
と
く
に
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
「
京
都

御
扶
持
衆
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
よ
う
な
親
幕
府
派
の
武
家
諸
氏
に
顕
著
な
動
き
で
あ

り
、
京
都
―
鎌
倉
間
の
対
立
と
越
後
国
内
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
隣
国
諸
氏
た
ち
が
連

携
し
て
広
域
的
に
軍
事
活
動
を
行
う
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
越
後
応
永
の
乱
に
お
け
る
奥
羽
の
武
家
諸
氏
の
動
き
に
注
目

し
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
、
越
後
奥
山
荘
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お
け
る
伊
達
氏
の

行
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
奥
山
荘
を
含
む
越
後
国
北
部
は
阿
賀
北
と
呼

ば
れ
、
歴
史
的
に
も
、
陸
奥
・
出
羽
と
深
い
関
係
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。
乱
中
に
お

け
る
奥
羽
の
武
家
諸
氏
の
活
発
な
動
き
は
、
国
境
を
超
え
る
広
域
的
な
人
・
モ
ノ
の

動
き
を
考
え
る
素
材
と
し
て
も
興
味
深
い
事
例
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

❶
越
後
応
永
の
乱
の
展
開
と
幕
府
・
鎌
倉
府

ま
ず
越
後
応
永
の
乱
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
乱
は
時
期
的
に
大
き
く

二
回
に
分
け
ら
れ
、
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
秋
か
ら
の
守
護
上
杉
氏
派
と
守
護

代
長
尾
氏
派
の
衝
突
を
第
一
次
争
乱
、
応
永
三
三
年
（
一
四
二
六
）
秋
か
ら
の
再
度

の
衝
突
を
第
二
次
争
乱
と
し
て
い
る
。
乱
を
引
き
起
こ
し
た
主
な
要
因
と
な
っ
た
の

は
二
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
守
護
上
杉
家
の
家
督
継
承
問
題
で
あ
っ
た
（
越

後
上
杉
氏
略
系
図
参
照
）。
四
〇
年
余
り
に
わ
た
っ
て
守
護
上
杉
氏
の
当
主
に
あ
っ
た

房
方
が
応
永
二
八
年
（
一
四
二
一
）
一
一
月
に
没
す
る
と
、
跡
を
継
い
だ
長
男
の
朝

方
も
翌
年
一
〇
月
に
病
死
し
て
し
ま
う
。
朝
方
に
は
嫡
子
の
幸
龍
丸
（
の
ち
の
房

朝
）
が
い
た
が
、
前
年
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
幼
児
だ
っ
た
た
め
、
朝
方
の
弟
頼
方

が
後
見
す
る
形
で
実
権
を
握
り
守
護
と
な
っ
た
。

守
護
上
杉
氏
の
当
主
権
が
家
督
問
題
で
動
揺
す
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
京
都
―

は
じ
め
に

越
後
応
永
の
乱
と
は
、
一
四
二
〇
年
代
に
、
越
後
で
守
護
上
杉
氏
と
守
護
代
長
尾

氏
と
が
衝
突
し
た
内
紛
で
あ
る
。
応
永
の
「
大
乱
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
乱
は
、
の

ち
に
戦
国
大
名
と
し
て
台
頭
す
る
こ
と
に
な
る
長
尾
氏
が
、
早
く
も
室
町
期
か
ら
越

後
国
内
で
実
権
を
獲
得
す
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
越
後
中
世
史
研
究
に
お

い
て
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。

越
後
国
内
の
諸
氏
が
二
分
し
て
争
い
を
繰
り
広
げ
た
こ
の
乱
で
特
筆
さ
れ
る
の

は
、
京
都
の
室
町
幕
府
と
関
東
の
鎌
倉
府
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
守
護
・
守
護
代
の
勢
力

拡
大
を
後
方
か
ら
支
援
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
上
杉
禅
秀
の
乱
（
一
四
一
六
年
）

後
に
急
速
に
悪
化
し
た
京
都
―
鎌
倉
間
に
お
け
る
政
治
的
な
確
執
・
緊
張
関
係
が
、

越
後
で
現
出
し
、
同
国
内
の
武
士
た
ち
の
対
立
と
結
び
つ
い
て
抗
争
を
助
長
し
た
こ

と
に
な
る
。
い
わ
ば
全
国
レ
ベ
ル
の
対
立
軸
が
地
域
レ
ベ
ル
で
再
生
産
さ
れ
た
側
面

を
持
つ
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
、
全
国
的
な
政
治
構
造
を
考
え
る
重
要
な
素
材
と

な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

乱
の
経
過
や
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
自
治
体
史
で
の
検
討
が
先
行
し

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
越
後
国
内
の
情
勢
に
軸
足
を
置
い
た
理
解
に
止
ま
る
も

の
が
多
い
の
だ
が
、
幕
府
・
鎌
倉
府
と
の
関
係
の
も
と
で
、
周
辺
諸
国
か
ら
も
種
々

の
支
援
や
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
越
後
の
周
辺

地
域
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、
ま
た
新
た
な
状
況
が
見
え
て
く
る
よ
う
だ
。

そ
れ
に
は
、
舞
台
と
な
っ
た
越
後
が
持
つ
地
理
的
な
特
性
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
当
時
、
京
都
―
鎌
倉
間
の
対
立
の
煽
り
を
受
け
て
い
た
の
は
、
越
後
の
ほ
か
、

信
濃
や
駿
河
、
陸
奥
・
出
羽
の
南
部
に
も
及
ん
で
い
た
。
か
つ
て
佐
藤
進
一
氏
が
幕

府
側
の
意
図
を
「
こ
れ
ら
の
地
域
（
黒
嶋
注
…
駿
河
・
信
濃
・
越
後
・
奥
州
南
部
の

磐
城
・
岩
代
地
方
）を
関
東
の
支
配
か
ら
切
り
は
な
し
て
、逆
に
京
都
側
で
確
保
し
て
、

関
東
を
監
視
す
る
役
割
を
負
わ
せ
る
〔
佐
藤
進
一
一
九
九
〇
：
一
七
七
頁
〕」
と
端
的
に
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鎌
倉
間
の
確
執
が
表
面
化
し
、
こ
れ
が
乱
を
誘
発
す
る
二
つ
目
の
要
因
と
な
る
。
応

永
二
九
年
（
一
四
二
二
）、
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
に
よ
る
佐
竹
与
義
ら
の
討
伐
が
実

行
に
移
さ
れ
、
関
東
で
鎌
倉
公
方
派
と
反
鎌
倉
公
方
派
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
立
腹
し
た
京
都
の
将
軍
足
利
義
持
は
、
持
氏
討
伐
を
表
立
っ
て
口
に
す
る
よ

う
に
な
る
。
翌
年
三
月
に
は
将
軍
職
を
息
子
の
義
量
に
譲
っ
て
お
り
、
代
替
わ
り
と

い
う
重
要
な
節
目
で
、
関
東
問
題
に
本
腰
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
注
目
さ
れ
る

の
は
、
応
永
二
九
年
六
月
と
翌
年
三
月
と
い
う
将
軍
職
継
承
と
前
後
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
義
持
が
京
都
の
上
杉
邸
へ
御
成
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
杉
朝
方
・

頼
方
の
実
弟
で
あ
る
憲
実
が
関
東
管
領
に
就
任
し
て
お
り
、
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ

た
幕
府
側
が
、
越
後
上
杉
氏
を
手
な
づ
け
る
た
め
の
圧
力
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
〔
山
田
一
九
八
七
〕。

一
方
、
在
国
し
て
越
後
国
内
の
政
務
を
切
り
盛
り
し
て
い
た
守
護
代
の
長
尾
邦
景

は
、
幕
府
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
守
護
上
杉
家
を
牽
制
す
る
べ
く
、
鎌
倉
府
に
接
近

し
て
事
態
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
つ
い
に
幕
府
は
、
長
尾
邦
景
へ
の

治
罰
御
教
書
を
上
杉
頼
方
に
発
給
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
応
永
三
〇
年
、
守
護
方
の

上
杉
頼
藤
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
幕
府
公
認
の
討
伐
対
象
と
な
っ
た
邦
景
へ
の
軍
事

行
動
が
越
後
で
開
始
さ
れ
た
。
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
邦
景
で
あ
っ
た
が
、
守
護
方
の

諸
氏
も
一
枚
岩
の
結
束
を
保
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
阿
賀
北
の
中
条
氏
・
黒

川
氏
ら
の
諸
氏
の
関
係
は
以
前
か
ら
円
滑
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
邦

景
は
そ
こ
に
目
を
付
け
て
彼
ら
の
分
断
を
図
っ
た
。
こ
う
し
て
邦
景
派
に
転
じ
る
者

が
増
え
、
勢
力
を
盛
り
返
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
翌
年
二
月
、
足
利
持
氏
が
京
都
の
義

持
に
恭
順
の
意
を
示
し
（
（
（

、
京
都
―
鎌
倉
間
の
関
係
が
大
き
く
改
善
し
た
こ
と
に
よ
り
、

越
後
の
混
乱
も
終
息
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
ま
で
が
第
一
次
争
乱
で
あ
る
。

こ
の
終
息
は
、
越
後
の
混
乱
を
追
い
風
に
求
心
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
守

護
上
杉
頼
方
に
と
っ
て
、
誤
算
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
同
年
一
一
月
、
京
都
で
管
領

畠
山
満
家
と
上
杉
頼
方
が
衝
突
し
、
頼
方
の
確
保
し
て
い
た
幸
龍
丸
（
朝
方
嫡
子
）

を
奪
い
取
る
事
件
が
起
き
た
（
（
（

。
こ
れ
に
よ
り
頼
方
派
は
大
き
く
二
つ
に
分
裂
し
、
幸

龍
丸
に
従
っ
た
朝
方
の
家
臣
た
ち
は
長
尾
邦
景
と
接
触
す
る
。

追
い
込
ま
れ
た
頼
方
派
は
応
永
三
三
年
秋
、
国
元
の
上
杉
頼
藤
ら
が
主
体
と
な
っ

て
、
三
条
城
の
攻
略
へ
と
動
い
た
。
第
二
次
争
乱
の
開
始
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
戦
況

は
邦
景
の
優
位
に
進
み
、
頼
方
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
中
条
房
資
は
攻
め
立
て
ら

れ
、
み
ず
か
ら
の
居
城
を
包
囲
さ
れ
る
有
様
だ
っ
た
。
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
上
杉
頼

藤
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
同
年
一
一
月
に
京
都
で
は
、
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
「
満
済
准
后
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　【
史
料
1
】（

（
（

越①

後
国
事
、
上
杉
兵（

頼

藤

）

部
大
輔
弓
矢
、
如
今
者
無
正
体
体
歟
、
付
之
聊
又
被
仰
旨

在
之
、
次
内
裏
御
料
所
事
、
以
広
橋
儀
同
連
々
被
仰
間
、
種
々
又
勅
答
被
申
之
、

雖
爾
定
猶
可
被
仰
歟
、
所
詮
以
此
次
内
裏
御
料
所
事
ハ
一
向
ニ
サ
ハ
〳
〵
ト
辞

申
儀
宜
被
思
食
、
何
様
其
替
地
事
ハ
可
計
御
沙
汰
歟
ト
由
被
仰
也
、
帰②

路
ニ
管

領
休
所
へ
罷
向
、
越
後
国
事
被
仰
子
細
等
具
申
了
、

越後上杉氏略系図（［長谷川 2005］より，一部改変）
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義
持
は
三
宝
院
満
済
に
対
し
、
苦
戦
し
て
い
る
頼
藤
で
は
「
じ
つ
に
頼
り
に
な

ら
な
い
」
と
嘆
い
て
い
る
（
傍
線
部
①
）。
こ
れ
を
満
済
は
管
領
畠
山
満
家
に
伝
達

し
、「
越
後
国
事
」
に
関
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
（
傍
線
部
②
）。
そ
の
詳
細
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
山
田
邦
明
氏
は
、
義
持
の
意
向
が
「
頼
方
か
ら
越
後
守

護
職
を
取
り
あ
げ
、
幸
龍
丸
を
正
式
に
守
護
と
認
め
、
ま
た
長
尾
邦
景
治
罰
の
方
針

を
と
り
や
め
て
和
を
結
ぼ
う
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」〔
山
田

一
九
八
七
：
二
一
五
頁
〕
と
推
測
し
て
い
る
。

た
だ
義
持
に
と
っ
て
、
こ
の
時
点
で
の
邦
景
と
の
和
睦
が
、
そ
こ
ま
で
現
実
味
を

帯
び
て
い
た
か
は
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
も
義
持
は
、
翌
年
春
以
降
、
信
濃
守
護

の
小
笠
原
政
透
に
、
信
濃
勢
を
率
い
て
越
後
に
出
陣
す
る
よ
う
命
じ
て
お
り
、
引
き

続
い
て
同
年
一
〇
月
に
も
「
国
境
」
へ
の
出
陣
を
命
じ
て
い
る
（
（
（

。
な
お
越
後
の
混
乱

が
継
続
し
た
た
め
に
、
国
元
の
頼
方
派
だ
け
で
は
な
く
、
隣
国
の
幕
府
方
諸
氏
に
軍

事
支
援
を
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

年
が
明
け
て
応
永
三
五
年
春
に
な
っ
て
も
越
後
の
混
乱
は
止
ま
な
か
っ
た
。
同
年

二
月
、
管
領
で
あ
り
越
中
国
守
護
で
も
あ
っ
た
畠
山
満
家
は
、
越
中
松
岡
城
の
普
請

を
計
画
し
て
い
る
。

　【
史
料
2
】（

（
（

管
（
畠
山
満
家
）
領
申
入
条
々
在
之
（
中
略
）、

一
、
越
中
国
松
岡
ト
ヤ
ラ
ン
城
事
、
越
後
国
事
、
未
シ
カ
〳
〵
ト
モ
不
静
謐
間
、

為
彼
用
心
此
城
尤
簡
要
也
、
密
々
ニ
可
用
意
由
已
申
付
了
、
可
得
御
意
云
々
事
、

こ
の
「
満
済
准
后
日
記
」
の
記
事
に
よ
り
、
越
後
の
混
乱
に
対
応
す
る
べ
く
、
そ

の
「
用
心
」
の
た
め
に
越
中
で
「
松
岡
ト
ヤ
ラ
ン
城
」
の
普
請
が
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
そ
の
具
体
的
な
場
所
は
該
当
し
う
る
比
定
地
な
く
明
ら
か

で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
該
部
分
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
「
満
済
准
后
日
記
」
の

別
の
記
事
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　【
史
料
3
】（

（
（

　

十
日
、（
中
略
）
管
（
畠
山
満
家
）

領
申
条
々
、（
中
略
）
越
中
国
松
岡
ト
ヤ
ラ
ン
城
、
為
越

後
国
堺
無
何
為
用
心
、
可
■
取
■
構
由
申
付
候
了
、
時
宜
如
何
々
々
、

　
こ
れ
に
よ
り
、
松
岡
城
が
越
後
と
の
「
国
堺
」
に
あ
り
、
よ
り
直
接
的
に
越
後
の

混
乱
に
対
し
「
用
心
」
す
る
た
め
の
普
請
計
画
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
松
岡
城

に
比
定
し
う
る
具
体
的
な
城
郭
は
見
出
し
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
越
中
東
端
の
押

さ
え
と
し
て
「
太
平
記
」
な
ど
に
南
北
朝
期
の
守
護
系
城
郭
と
し
て
登
場
す
る
、
松

倉
城
（
現
富
山
県
魚
津
市
）
を
指
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
応
永
三
四
年
か
ら
三
五
年
春
に
か
け
て
も
、
越
後
で
は
混
乱
が
続
い

て
い
た
。
こ
れ
以
前
に
守
護
方
の
頭
目
で
あ
る
上
杉
頼
方
は
没
落
し
て
い
た
が
、
な

お
残
党
勢
力
が
抵
抗
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
濃
・
越
中
な
ど
の
関
連
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、戦
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
は
越
後
の
西
部
、

と
く
に
守
護
所
の
あ
る
府
中
な
ど
の
上
越
地
方
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

抵
抗
は
長
引
い
た
が
、
越
後
国
内
で
優
位
に
立
っ
た
長
尾
邦
景
の
地
位
は
揺
る
が

な
か
っ
た
。
し
か
も
京
都
で
は
、
応
永
三
五
年
正
月
に
義
持
が
病
死
し
て
い
る
。
跡

を
継
ぐ
は
ず
だ
っ
た
義
量
も
三
年
前
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
た
た
め
、
将
軍
職
が
空

位
と
な
る
異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。
急
遽
、
義
持
の
弟
で
あ
る
義
教
が
還
俗
し
て
将

軍
職
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
幕
府
ト
ッ
プ
の
代
替
わ
り
を
機
に
、
鎌
倉
公
方

足
利
持
氏
に
よ
る
幕
府
へ
の
反
発
は
激
化
し
て
い
く
。

だ
が
こ
の
時
、
持
氏
の
計
略
を
幕
府
に
伝
え
た
の
は
長
尾
邦
景
で
あ
る
。
邦
景
は

新
将
軍
の
誕
生
を
機
に
、
幕
府
方
へ
鞍
替
え
を
し
た
の
で
あ
る
。
邦
景
が
幕
府
へ
の

忠
節
を
誓
っ
た
こ
と
で
、
将
軍
義
教
―
邦
景
の
関
係
は
急
速
に
好
転
し
て
い
っ
た
。

永
享
元
年
七
月
、
義
教
は
持
氏
の
攻
勢
を
受
け
て
い
る
南
奥
の
白
河
氏
ら
を
救
援
す

る
べ
く
、
越
後
・
信
濃
の
諸
氏
に
軍
勢
を
出
す
よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
（
（

。
さ
ら
に
翌
年

五
月
、
長
尾
邦
景
は
幕
府
に
「
越
後
国
沙
汰
事
」
を
自
分
に
命
じ
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
る
（
（
（

。
持
氏
対
策
と
し
て
周
辺
諸
国
の
軍
事
動
員
を
確
保
し
た
い
義
教
と
、
幕
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府
を
後
ろ
盾
に
越
後
で
の
影
響
力
を
確
実
な
も
の
と
し
た
い
邦
景
の
思
惑
が
合
致

し
、
両
者
の
緊
密
化
が
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

❷
奥
羽
諸
氏
の
動
向
と
系
列
化

こ
の
よ
う
に
越
後
国
内
の
諸
氏
が
二
手
に
分
か
れ
て
争
っ
た
応
永
の
乱
で
は
、
幕

府
の
支
援
す
る
守
護
方
は
全
般
に
劣
勢
で
あ
り
、
幕
府
は
後
方
か
ら
の
支
援
を
隣
国

の
諸
氏
に
働
き
か
け
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
本
章
で
は
応
永
の
乱
と
の
関
係
が
確
認
・

推
測
で
き
る
奥
羽
の
武
家
諸
氏
に
つ
い
て
、
前
後
の
流
れ
の
な
か
で
整
理
し
て
い
き

た
い
。

ま
ず
は
陸
奥
伊
達
郡
を
本
拠
と
す
る
伊
達
持
宗
で
あ
る
。
近
年
、
室
町
幕
府
と
の

関
係
性
か
ら
伊
達
氏
の
位
置
づ
け
を
再
検
討
さ
れ
た
星
川
礼
応
氏
に
よ
る
と
、
当
時

の
伊
達
氏
は
「
郡
規
模
で
の
自
立
的
支
配
を
展
開
し
得
た
有
力
国
人
で
あ
り
、
幕　

府
・
鎌
倉
府
の
対
立
下
に
お
い
て
幕
府
よ
り
実
力
を
認
め
ら
れ
京
都
御
扶
持
衆
と
し

て
編
成
さ
れ
た
地
域
権
力
」〔
星
川
二
〇
一
七
：
三
頁
〕
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
幕
府

は
鎌
倉
府
を
牽
制
す
る
た
め
、
鎌
倉
府
と
対
立
し
て
い
る
東
日
本
の
諸
氏
を
京
都
御

扶
持
衆
と
し
て
取
り
立
て
て
い
く
が
、
そ
の
な
か
で
も
伊
達
氏
は
、
南
奥
羽
で
代
表

的
な
親
幕
府
派
の
武
家
勢
力
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
伊
達
氏
が
、
越
後
応
永
の
乱
へ
も
軍
勢
を
派
遣
し
て
い
る
。
持
宗
の
祖
父
政

宗
の
代
ま
で
に
、
越
後
と
隣
接
す
る
出
羽
長
井
郡
が
伊
達
領
国
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
近
隣
の
守
護
方
の
援
軍
と
し
て
の
役
割
を
幕
府
か
ら
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
乱
中
に
お
け
る
伊
達
勢
の
動
き
は
、
越
後
側
で
乱
の
当
事
者
と
な
っ
た
奥
山
荘

の
中
条
房
資
が
、
当
時
の
状
況
を
後
年
に
ま
と
め
た
「
中
条
秀
叟
房
資
記
録
」
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
同
記
録
に
よ
り
な
が
ら
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
（
（1
（

。

応
永
三
〇
年
か
ら
の
第
一
次
争
乱
で
は
、
守
護
方
の
上
杉
頼
藤
ら
に
よ
る
越
後
国

内
の
守
護
代
（
長
尾
邦
景
）
派
の
攻
撃
時
に
、
伊
達
持
宗
の
軍
勢
が
参
戦
し
た
。
と

く
に
奥
山
荘
北
条
を
拠
点
と
す
る
黒
川
基
実
の
攻
撃
に
際
し
て
は
、「
頼
藤
以
下
之

諸
勢
并
伊
達
之
軍
兵
都
合
五
千
余
騎
」
が
「
黒
河
之
城
」
に
攻
め
寄
せ
た
。
こ
の
頼

藤
ら
の
連
合
軍
で
「
伊
達
之
軍
兵
」
が
ど
れ
ほ
ど
の
割
合
を
占
め
て
い
た
の
か
は
判

然
と
し
な
い
。
た
だ
合
戦
の
後
、
守
護
方
の
上
杉
頼
藤
・
長
尾
朝
景
は
伊
達
持
宗
に

莫
大
な
恩
賞
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
以
前
か
ら
の
「
兼
約
」

に
従
っ
た
も
の
で
、
中
条
房
資
が
「
伊
達
江
軍
忠
之
賞
多
之
」
と
記
す
ほ
ど
の
規
模

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
恩
賞
か
ら
す
れ
ば
、
黒
川
氏
攻
略
を
は
じ
め
と
す
る
越
後
北
部

の
軍
事
行
動
に
お
い
て
、
伊
達
氏
の
軍
勢
は
主
力
と
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恩
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
伊
達
氏
の
関
係
者
が
奥
山
荘
周
辺
に
入
り
込
ん
で
く

る
。
な
か
で
も
、「
伊
達
一
族
滑
澤
ト
云
者
」
は
奥
山
荘
の
北
隣
で
あ
る
荒
河
保
に

拠
点
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
黒
川
館
に
「
夜
打
」
で
襲
撃
を
か
け
黒
川
基
実
を
切
腹

に
追
い
込
ん
だ
。
さ
ら
に
伊
達
氏
の
軍
勢
は
、
混
乱
に
乗
じ
て
奥
山
荘
の
古
刹
で
あ

る
乙
宝
寺
へ
も
乱
入
し
、「
乙
宝
寺
之
舎
利
」
を
略
奪
し
「
他
国
」
へ
持
ち
運
ん
だ

の
で
あ
る
。
記
主
で
あ
る
中
条
房
資
か
ら
見
て
伊
達
氏
の
軍
勢
は
、
他
国
か
ら
の
侵

入
者
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
こ
で
記
さ
れ
た
行
動
は
一
程
度
の
事
実
を
反
映
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
〔
中
野
一
九
八
八
〕。
こ
の
よ
う
に
伊
達
勢
は
、
守
護
方
軍
勢

の
主
力
と
な
っ
て
敵
対
す
る
諸
氏
を
攻
撃
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
奥
山
荘
と
そ
の

周
辺
に
お
い
て
、
積
極
的
に
権
益
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

守
護
代
方
へ
の
攻
勢
は
「
結
果
的
に
伊
達
氏
の
越
後
侵
攻
」〔
長
谷
川
一
九
九
五
：

一
五
頁
〕
と
も
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
苛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
義
名
分
と

な
っ
た
の
は
幕
府
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
伊
達
氏
は
鎌
倉
府
の
圧
力

に
抵
抗
す
る
た
め
、
幕
府
と
連
携
を
深
め
て
い
た
。
伊
達
氏
と
幕
府
を
結
び
つ
け

る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
、
幕
府
の
前
管
領
だ
っ
た
細
川
満
元
と
そ
の
子
持
之

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
次
争
乱
が
鎮
静
化
し
た
応
永
三
一
年
一
一

月
、
京
都
で
管
領
畠
山
満
家
と
上
杉
頼
方
が
衝
突
し
た
際
に
、「
前
管
領
細（
満
元
）川
ハ
上

杉
贔
屓
」
と
さ
れ
（
（1
（

、
細
川
満
元
は
上
杉
頼
方
に
肩
入
れ
し
て
い
た
。
ま
た
細
川
氏
と

伊
達
氏
の
関
係
の
深
さ
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
満
元
が
死
ん
だ
応
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永
三
三
年
一
〇
月
以
降
、
子
の
持
之
が
細
川
氏
当
主
と
な
る
が
、
持
之
は
伊
達
氏
の

取
次
を
担
当
し
て
い
た
〔金
子
二
〇
〇
二
〕。
ま
た
正
長
二
年
に
、
足
利
義
持
の
遺
品

を
有
力
諸
氏
に
送
達
し
て
い
る
が
、
陸
奥
で
は
篠
川
公
方
足
利
満
直
の
ほ
か
、
伊

達
氏
、
蘆
名
氏
、
白
河
氏
、
塩
松
石
橋
氏
に
配
分
し
て
お
り
、
そ
れ
を
諸
氏
に
伝
達

す
る
役
割
を
担
っ
た
の
も
細
川
持
之
で
あ
る
（
（1
（

。
幕
府
と
鎌
倉
府
と
の
緊
張
が
高
ま
る

時
期
に
、
細
川
持
之
は
伊
達
氏
を
は
じ
め
と
す
る
南
奥
羽
の
親
幕
府
方
の
有
力
諸
氏

と
、
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
越
後
応
永
の
乱
に
お
い
て
、
守
護
方
の
援

軍
と
し
て
伊
達
氏
の
軍
勢
派
遣
を
進
め
た
の
も
、
細
川
氏
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。

上
杉
頼
方
と
伊
達
持
宗
と
の
仲
介
役
と
し
て
細
川
氏
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
整
合
的
に
解
釈
し
う
る
の
が
、「
満
済
准
后
日
記
」
に
あ
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

　【
史
料
4
】（

（1
（

一
、
上
杉
兵（

頼

藤

）

部
大
輔
所
領
事
、
越
後
守
護
代
長
尾
入（
邦
景
）道

及
異
儀
、
度
々
被
仰
出

処
、
不
及
遵
行
、
殊
以
不
可
然
、
所
存
又
以
外
也
、
不
日
可
渡
付
、
此
間
又
自

伊（
持
宗
）達

方
、
以
竹
林
院
坊
主
〈
伊
達
帰
依
僧
云
々
〉
態
申
入
旨
、
右（

細
川
持
之
）

京
大
夫
申
入

也
、
若
猶
長
尾
不
去
渡
者
、
随
上
意
可
入
部
云
々
、
然
者
可
及
弓
箭
歟
、
旁
無

勿
体
旨
、
同
可
仰
付
云
々
、（
中
略
）
此
等
条
々
来
八
日
出
京
時
、
可
申
付
旨
承

了
、
自
畠
山
・
山
名
・
管
領
等
方
使
者
来
、
悉
重
事
間
令
対
面
直
問
答
了
、
及

酉
半
刻
過
帰
寺
了
、

第
二
次
争
乱
後
、
上
杉
頼
方
は
没
落
し
て
浪
々
の
身
と
な
る
が
、
そ
の
頼
方
の
旧

領
を
め
ぐ
っ
て
、
幕
府
に
交
渉
を
し
た
の
が
伊
達
持
宗
で
あ
っ
た
。
持
宗
は
細
川
持

之
を
窓
口
と
し
て
交
渉
の
依
頼
を
し
て
お
り
、
も
し
守
護
代
長
尾
邦
景
が
明
け
渡
さ

な
い
な
ら
ば
、「
上
意
」
を
盾
に
し
た
実
力
行
使
を
も
辞
さ
な
い
と
し
て
所
領
回
復

に
尽
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
料
の
こ
の
部
分
だ
け
切
り
取
っ
た
だ
け
で
は
、
な

ぜ
持
宗
が
こ
こ
ま
で
肩
入
れ
を
す
る
の
か
不
可
解
な
点
が
残
る
が
、
越
後
応
永
の
乱

に
お
い
て
持
宗
が
細
川
氏
の
仲
介
に
よ
っ
て
守
護
方
と
し
て
参
戦
し
た
と
い
う
経
緯

を
踏
ま
え
れ
ば
首
肯
し
う
る
。
約
十
年
に
及
ん
だ
越
後
守
護
上
杉
氏
の
家
督
問
題
の

な
か
で
、
細
川
満
元
・
持
之
父
子
と
上
杉
頼
方
・
伊
達
持
宗
は
連
携
し
て
行
動
し
つ

づ
け
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
細
川
氏
と
の
関
係
性
を
も
と
に
守
護
方
と
し
て
参
戦
し
た
伊
達

氏
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
一
方
で
、
奥
羽
に
は
、
守
護
代
派
と
な
る
諸
氏
も
存
在
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
出
羽
庄
内
地
方
の
大
宝
寺
氏
で
あ
る
。

さ
き
ほ
ど
の
「
中
条
秀
叟
房
資
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
守
護
方
の
伊
達
勢
ら
に
よ
っ
て

襲
撃
を
受
け
た
黒
川
基
実
の
嫡
男
は
、
中
条
房
資
の
取
成
で
出
羽
大
宝
寺
へ
逃
れ
落

ち
て
い
っ
た
（
（1
（

。
ま
た
、
第
一
次
争
乱
の
戦
後
処
理
で
、
黒
川
惣
領
家
の
本
領
は
守
護

代
の
長
尾
邦
景
か
ら
安
堵
さ
れ
て
お
り
、
黒
川
氏
が
守
護
代
方
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
た
め
、
そ
の
嫡
男
の
逃
避
先
と
な
っ
た
出
羽
大
宝
寺
氏
も
ま
た
、
も
と
も
と

守
護
代
長
尾
邦
景
と
連
携
し
て
い
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
こ
の
点
を
、
当
時
の
大

宝
寺
氏
の
状
況
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

大
宝
寺
氏
は
、
奥
羽
二
国
が
鎌
倉
府
の
管
轄
と
な
っ
た
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）

以
降
、
鎌
倉
府
内
で
は
山
内
上
杉
氏
と
の
関
係
を
深
め
て
お
り
、
さ
ら
に
遡
る
と
、

康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
に
山
内
上
杉
氏
が
出
羽
大
泉
荘
地
頭
職
を
獲
得
し
て
以
来
、

両
者
は
、
親
密
化
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
杉
山
二
〇
一
四
〕。
越
後
応

永
の
乱
で
も
、
第
一
次
争
乱
の
勃
発
直
後
に
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
は
、
山
内
上
杉
氏

領
で
あ
る
越
後
上
田
荘
の
確
保
の
た
め
周
辺
諸
氏
に
出
陣
を
命
じ
て
お
り
、
山
内
上

杉
氏
や
出
羽
大
宝
寺
氏
は
、
と
も
に
鎌
倉
府
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
っ
た
と
し
て
良

い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
大
宝
寺
氏
が
京
都
の
幕
府
と
全
く
没
交
渉
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
時
期
の
前
後
の
大
宝
寺
氏
当
主
（
教
氏
―
淳
氏
―
健
氏
）
の
名
乗
り
は
、
い
ず
れ

も
、
幕
府
管
領
家
の
斯
波
氏
当
主
（
義
教
―
義
淳
―
義
健
）
か
ら
一
字
偏
諱
を
受
け

て
い
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
家
永
一
九
八
五
〕。
斯
波
氏
当
主
の
名
乗
り
の
下

の
一
字
を
、
大
宝
寺
氏
が
名
乗
り
の
上
の
一
字
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
宝
寺
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氏
と
斯
波
氏
は
一
種
の
主
従
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
大
宝
寺
氏
と
斯
波
氏
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
の
は
、
佐
渡
国
守
護
職
の
問
題
で
あ
る
。
佐
渡
は
、
出
羽
庄
内
地
方
か
ら
見
て

対
岸
に
位
置
し
、
京
都
と
の
海
上
交
通
に
お
け
る
地
理
的
な
要
地
と
な
る
。
そ
の
守

護
職
は
、
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
時
点
で
斯
波
千
代
徳
（
義
健
）
が
保
持
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
〔
田
中
二
〇
一
一
〕。
こ
れ
以
前
の
守
護
職
に
つ

い
て
は
明
示
す
る
材
料
は
な
い
も
の
の
、
斯
波
千
代
徳
は
こ
の
時
五
歳
に
す
ぎ
な
い

の
で
、
新
規
補
任
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
こ
れ
以
前
に
父
祖
が
補
任
さ
れ
た
守
護

職
を
相
続
し
安
堵
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
千
代
徳
の
父
義
郷
は

永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
に
兄
義
淳
の
跡
を
受
け
斯
波
氏
当
主
と
な
っ
た
が
、　

翌
々

年
に
は
死
去
し
て
い
る
た
め
、
当
主
と
し
て
の
在
任
期
間
は
短
い
。
斯
波
氏
の
佐
渡

守
護
職
獲
得
は
そ
れ
よ
り
も
以
前
の
、
斯
波
義
教
・
義
淳
父
子
の
時
期
ま
で
遡
り
う

る
可
能
性
が
あ
る
。
同
時
期
に
斯
波
氏
が
、
北
陸
道
で
は
越
前
・
加
賀
に
分
国
を
確

立
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
や
、
斯
波
氏
当
主
が
大
宝
寺
氏
へ
と
偏
諱
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
、
斯
波
氏
に
よ
る
日
本
海
側
の
各
地
へ
の
影
響
力
の
浸
透
と
し
て
共
通
す
る

側
面
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
越
後
応
永
の
乱
の
時
に
、
斯
波
義
淳
は
鎌
倉
府
と
融
和
・
協
調
す
る
方

向
で
行
動
し
て
お
り
、
山
内
上
杉
氏
と
も
良
好
な
人
的
関
係
を
築
い
て
い
た
〔
家
永

一
九
八
五
〕。
越
後
国
内
で
守
護
方
と
守
護
代
方
と
の
対
立
が
激
化
す
る
な
か
、
行

き
場
を
失
っ
た
黒
川
惣
領
家
の
嫡
男
に
と
っ
て
、
京
都
の
斯
波
氏
・
鎌
倉
の
山
内
上

杉
氏
と
強
い
パ
イ
プ
を
持
つ
大
宝
寺
氏
の
も
と
は
、
身
近
な
逃
避
先
と
し
て
安
全
性

が
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
本
章
で
は
越
後
応
永
の
乱
に
お
け
る
伊
達
氏
・
大
宝
寺
氏
の
関
わ
り
を
検

討
し
て
き
た
。
越
後
国
内
の
諸
氏
が
守
護
方
・
守
護
代
方
に
二
分
し
て
繰
り
広
げ
た

抗
争
が
、
幕
府
・
鎌
倉
府
の
対
立
関
係
と
連
動
し
て
い
た
た
め
に
、
隣
接
す
る
伊
達

氏
・
大
宝
寺
氏
も
大
き
く
関
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
（1
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
南
北
朝

期
か
ら
幕
府
内
部
で
生
じ
て
い
た
確
執
が
あ
り
、
地
方
武
家
諸
氏
に
お
い
て
も
斯
波

派
・
細
川
派
へ
と
収
斂
し
て
い
く
系
列
化
が
進
ん
で
い
た
〔
小
川
一
九
八
〇
〕。
伊
達

氏
や
大
宝
寺
氏
の
事
例
か
ら
は
、
斯
波
氏
や
細
川
氏
と
い
っ
た
幕
府
重
鎮
と
の
関
係

性
が
、
地
方
諸
氏
に
お
い
て
は
み
ず
か
ら
の
政
治
的
な
帰
趨
を
方
向
づ
け
て
い
た
も

の
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
（1
（

。

た
だ
そ
の
な
か
で
も
伊
達
持
宗
の
場
合
は
、
実
際
に
越
後
へ
軍
勢
を
送
り
込
み
、

混
乱
に
乗
じ
て
権
益
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
な
ど
、
越
後
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
章
で
は
応
永
の
乱
か
ら
少
し

視
野
を
広
げ
、
室
町
期
に
お
け
る
伊
達
氏
と
越
後
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
検
討
し
て

み
よ
う
。

❸
室
町
期
の
伊
達
領
と
越
後

じ
つ
は
持
宗
以
前
、
祖
父
政
宗
の
代
か
ら
、
伊
達
氏
は
越
後
に
所
領
を
持
っ
て
い

た
痕
跡
が
あ
る
。
室
町
幕
府
と
鎌
倉
府
の
対
立
が
激
化
し
、
幕
府
方
へ
伊
達
政
宗
が

与
し
た
際
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
政
宗
は
将
軍
足
利
義
満
か
ら
「
美
濃
国
き
ん
た
ん

し
・
若
木
・
吉
家
・
越
後
梶
原
わ
た
り
半
分
」
を
宛
行
わ
れ
た
（
（1
（

。
こ
の
記
事
は
「
余

目
氏
旧
記
」
と
い
う
後
世
の
編
纂
物
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
疑
問
視
さ
れ

て
き
た
が
、
近
年
の
星
川
礼
応
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
美
濃
国
の
所
領
は
「
城
田
寺

（
き
だ
い
じ
）
郷
」
ほ
か
に
比
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
美
濃
守
護
所
の
あ
る
革
手
近

郊
で
、
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
に
伊
達
成
宗
（
持
宗
の
子
）
が
上
洛
し
た
際
に

も
、
美
濃
守
護
の
土
岐
成
頼
と
「
三
ヶ
郷
」
に
関
し
て
交
渉
し
て
お
り
、
星
川
氏
は

城
田
寺
郷
な
ど
三
カ
所
が
、
室
町
期
の
伊
達
氏
の
所
領
と
し
て
相
伝
さ
れ
て
い
た
も

の
と
し
て
い
る
〔
星
川
二
〇
一
七
〕。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
幕
府
か
ら
伊
達
政
宗
に
宛
行
わ
れ
た
「
越
後
梶
原
わ
た
り
半

分
」
も
実
在
の
土
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
星
川
氏
は
「
梶
」
を
「
か
ん
」
と

読
ん
だ
う
え
で
「
越
後
国
蒲
原
郡
の
渡
」
と
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
〔
星
川

二
〇
一
七
：
注
三
八
〕
が
、「
わ
た
り
」
が
川
の
渡
河
点
で
あ
る
こ
と
や
、
越
後
応
永
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の
乱
時
に
お
け
る
伊
達
勢
の
動
き
な
ど
か
ら
類
推
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
い
は

飯
豊
山
地
か
ら
新
潟
平
野
を
流
れ
る
加
地
川
（
加
治
川
）
流
域
の
渡
河
点
が
想
定
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
。
加
地
川
流
域
に
展
開
し
た
加
地
荘
は
奥
山
荘
の
南
隣
の
荘
園
で
、

南
北
朝
期
に
は
「
加
地
庄
沼
垂
湊
」
と
記
す
文
書
（
（1
（

も
あ
る
な
ど
、
越
後
沿
岸
部
の
主

要
港
湾
で
あ
る
「
沼
垂
湊
」
と
の
関
わ
り
も
深
い
。
残
念
な
が
ら
「
梶
原
わ
た
り
」

に
相
当
す
る
地
名
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
加
地
川
流
域
は
近
世
以
降
に

た
び
た
び
瀬
替
え
や
干
拓
と
い
っ
た
大
規
模
土
木
工
事
が
行
わ
れ
地
形
が
改
変
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
遺
称
地
が
す
で
に
消
滅
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
「
越
後
梶
原
わ
た
り
半
分
」
と
、
応
永
の
乱
時
に
お
け
る
奥
山
荘
で
の
伊
達

勢
の
動
き
、
さ
ら
に
は
第
一
次
争
乱
後
に
持
宗
が
「
軍
忠
之
賞
」
と
し
て
獲
得
し
た

所
領
の
一
つ
に
荒
河
保
が
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て

考
え
る
と
、
越
後
北
部
に
お
い
て
伊
達
氏
の
企
図

し
た
も
の
が
見
え
て
く
る
よ
う
だ
。

す
で
に
水
澤
幸
一
氏
ら
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
連
続
し
た
大
小
の
河
川
と
潟
湖
が
網
の
目

の
よ
う
に
広
が
る
中
世
の
越
後
平
野
で
は
、
河
川

交
通
が
大
き
く
発
達
し
て
い
た
〔
水
澤
二
〇
〇
六
、

ほ
か
〕。
そ
の
な
か
で
、
越
後
北
部
の
荒
河
保
か

ら
奥
山
荘
を
経
て
加
地
川
を
南
下
し
、
さ
ら
に
越

後
府
中
に
至
る
ル
ー
ト
は
、
北
陸
道
の
主
要
ル
ー

ト
で
あ
る
。
文
明
一
八
年
、
伊
達
成
宗
が
家
臣

の
「
桜
田
隠
岐
守
」
を
越
後
府
中
へ
派
遣
し
た
際

に
は
、
奥
山
荘
の
「
築
地
」、
奥
山
荘
と
加
地
荘

の
境
に
あ
る
「
藤
塚
」
を
経
由
し
て
い
る
（
（1
（

。「
築

地
」
は
上
杉
房
定
の
娘
が
伊
達
尚
宗
に
輿
入
れ
す

る
際
に
も
宿
泊
地
と
な
っ
て
い
る
（
（2
（

。
さ
ら
に
永
正

一
五
年
（
一
五
一
八
）
に
は
、
幕
府
へ
の
進
物
と

し
て
馬
を
届
け
る
た
め
に
日
本
海
沿
い
を
京
都
に
向
か
っ
た
伊
達
氏
使
節
一
行
も
、

「
の（
沼
垂
）

つ
た
り
の
わ
た
し
も
り
」「
か（
蒲
原
）

ん
は
ら
の
舟
も
り
」
で
通
行
料
を
支
払
っ
て
お
り
、

や
は
り
越
後
平
野
の
河
川
交
通
を
利
用
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
（2
（

。
伊
達
氏
に

と
っ
て
、
越
後
国
内
の
平
野
部
、
そ
れ
も
伊
達
領
国
に
近
い
越
後
北
部
に
拠
点
を
確

保
し
て
お
く
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
（
図
1
参
照
）。

伊
達
氏
の
ほ
か
に
も
、
内
陸
部
に
あ
っ
て
親
幕
府
派
と
い
う
共
通
項
を
持
つ
南
奥

羽
の
諸
氏
に
は
、
越
後
に
拠
点
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
が
残
る
。
た
と
え
ば
幕

府
か
ら
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
対
抗
馬
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
篠
川
御
所
足
利
満

直
は
、
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
に
幕
府
に
働
き
か
け
て
、
越
後
国
紙
屋
荘
の
安
堵

を
得
よ
う
と
し
て
い
た
（
（2
（

。
ま
た
、
そ
の
足
利
満
直
を
支
え
て
い
た
京
都
御
扶
持
衆
の

図1　越後平野略図（［長谷川 2005］より，黒嶋加筆）　
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な
か
で
も
最
大
の
勢
力
を
誇
る
南
陸
奥
の
白

河
氏
朝
は
、
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
に

幕
府
か
ら
越
後
国
蒲
原
津
を
宛
行
わ
れ
て
い

る
（
（2
（

。
い
ず
れ
も
幕
府
に
よ
る
鎌
倉
府
対
策
と

し
て
は
一
連
の
動
き
で
、
幕
府
方
に
つ
い
た

南
奥
羽
の
諸
氏
に
越
後
で
所
領
を
与
え
た
も

の
と
い
え
る
。こ
れ
ら
は
応
永
の
乱
を
経
て
、

越
後
に
幕
府
側
の
影
響
力
が
浸
透
し
た
こ
と

に
よ
る
結
果
で
あ
ろ
う
。

越
後
で
の
所
領
安
堵
は
、
南
奥
羽
内
陸
部

の
幕
府
方
諸
氏
に
対
す
る
懐
柔
策
と
し
て
一

般
化
さ
れ
う
る
の
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
伊
達

氏
な
ら
で
は
の
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ

の
点
を
考
古
学
の
発
掘
調
査
成
果
に
学
び
な

が
ら
考
え
て
み
た
い
。
中
世
の
南
奥
羽
に
お

け
る
珠
洲
系
陶
器
・
越
前
陶
器
の
出
土
状
況

を
取
り
ま
と
め
た
佐
藤
俊
氏
の
研
究
に
よ

る
と
、
会
津
盆
地
・
福
島
盆
地
・
米
沢
盆

地
・
仙
台
平
野
南
部
に
出
土
が
集
中
す
る
傾

向
に
あ
る
（
図
2
参
照
）。
珠
洲
系
陶
器
は

能
登
で
、
越
前
陶
器
は
越
前
で
生
産
さ
れ
る

中
世
陶
器
で
あ
り
、
全
国
的
に
見
て
、
一
五

世
紀
頃
に
珠
洲
系
陶
器
の
流
通
圏
を
越
前
陶

器
が
踏
襲
し
て
い
く
と
さ
れ
る
。
南
奥
羽
で

も
、
珠
洲
系
陶
器
の
吉
岡
Ⅳ
・
Ⅴ
期
（
一
三

世
紀
末
～
一
五
世
紀
）、
お
よ
び
越
前
陶
器

の
木
村
Ⅳ
・
Ⅴ
期
（
一
五
・
一
六
世
紀
）
は
、

図2　南奥羽における珠洲系陶器・越前陶器の出土遺跡（［佐藤 2019］第 2図より）　
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出
土
す
る
地
域
に
重
な
り
が
見
ら
れ
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
日
本
海
側
か
ら
の
恒

常
的
な
物
流
が
ほ
ぼ
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〔
佐
藤
俊

二
〇
一
九
〕。
こ
れ
ら
の
地
域
の
う
ち
、
多
く
の
点
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
会
津
盆

地
・
米
沢
盆
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
賀
野
川
水
系
・
荒
川
水
系
で
越
後
に
通

じ
て
お
り
、
地
理
的
条
件
か
ら
も
日
本
海
側
の
物
流
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
は

首
肯
さ
れ
よ
う
。　
　

た
だ
例
外
的
な
も
の
が
、
地
理
的
に
越
後
と
接
し
て
い
な
い
福
島
盆
地
で
あ
る
。

持
宗
以
降
の
伊
達
氏
が
本
拠
と
し
た
梁
川
城
跡
と
周
辺
か
ら
出
土
す
る
越
前
陶
器
に

つ
い
て
は
飯
村
均
氏
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
〔
飯
村
二
〇
〇
九
〕、
さ
ら
に

佐
藤
氏
は
、
福
島
盆
地
の
越
前
陶
器
は
「
出
土
遺
跡
の
性
格
は
城
館
や
居
館
が
す
べ

て
で
、
集
落
か
ら
の
出
土
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
〔
佐
藤
俊
二
〇
一
九
：

六
頁
〕。
そ
の
一
方
で
、
篠
川
公
方
の
い
た
郡
山
盆
地
や
白
河
氏
の
本
拠
で
あ
る
白

河
盆
地
で
は
、
越
前
陶
器
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
福
島
盆
地
（
陸
奥

国
伊
達
郡
・
信
夫
郡
）
を
本
拠
と
す
る
伊
達
氏
が
、
日
本
海
側
か
ら
流
入
す
る
物
資

の
求
心
力
を
持
っ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
も
室
町
期
の
伊
達
氏
は
、米
沢
盆
地
（
出
羽
国
長
井
郡
）
も
領
国
と
し
て
い
た
。

越
後
か
ら
荒
川
水
系
な
ど
を
経
て
米
沢
盆
地
ま
で
入
っ
た
物
資
が
、
さ
ら
に
奥
羽
山

脈
を
越
え
て
、
福
島
盆
地
へ
と
入
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

越
後
か
ら
伊
達
領
へ
と
至
る
恒
常
的
な
物
流
ル
ー
ト
が
機
能
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、
必
然
的
に
人
的
交
流
も
高
ま
る
。
室
町
期
伊
達
氏
に
関
す
る
文
献
史
料
の
な
か

に
痕
跡
を
探
っ
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
に
は
奥
山
荘
の

「
高
野
北
」
氏
が
伊
達
氏
の
も
と
に
出
奔
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
（
（2
（

。
越
後
応
永
の

乱
後
も
伊
達
氏
が
奥
山
荘
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
権
益
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
を
反

映
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
同
時
代
史
料
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
世

の
伊
達
氏
の
家
譜
に
よ
れ
ば
、
陸
奥
梁
川
の
輪
王
寺
は
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）

に
伊
達
持
宗
が
祖
母
蘭
庭
尼
（
政
宗
の
室
、
足
利
義
満
夫
人
の
妹
）
の
願
い
を
受

け
、
越
後
耕
雲
寺
六
世
の
太
庵
梵
守
を
開
山
と
し
て
建
立
し
た
と
い
う
縁
起
を
持
つ

（「
伊
達
正
統
世
次
考
」
巻
之
五
、
持
宗
）。
そ
の
翌
年
に
蘭
庭
尼
が
没
す
る
と
、
持

宗
は
五
男
（
天
初
蘂
源
）
を
同
寺
三
世
と
す
る
が
、
の
ち
天
初
蘂
源
は
越
後
耕
雲
寺

九
世
と
な
り
、
越
後
岩
船
郡
指
合
村
の
光
明
寺
を
開
い
た
と
す
る
。
持
宗
周
辺
と
越

後
曹
洞
宗
と
の
頻
繁
な
人
的
交
流
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
南
奥
羽
の
な
か
で
伊
達
領
国
は
と
く
に
、
越
後
か
ら
の
人
・

物
の
流
れ
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
伊
達
領
国
は
越
後
と
い

う
経
済
圏
・
文
化
圏
の
後
背
地
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
伊
達
氏
に
と
っ
て
越

後
は
、
経
済
的
に
は
領
国
へ
の
流
通
を
日
本
海
の
海
上
交
通
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
た
め

に
も
、
伊
達
氏
が
渇
望
し
て
や
ま
な
い
場
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
政
治
的
な
側
面
で
は
、
伊
達
領
国
と
越
後
と
の
結
び
つ
き
を
支
え
て
い
た
の

は
、
伊
達
氏
に
よ
る
室
町
幕
府
と
の
通
交
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
政
宗
の
拝
領

し
た
「
越
後
梶
原
わ
た
り
半
分
」
も
、
持
宗
時
の
越
後
へ
の
援
軍
派
遣
の
結
果
と
し

て
の
獲
得
し
た
荒
河
保
な
ど
も
、
い
ず
れ
の
越
後
の
所
領
も
幕
府
が
直
接
・
間
接
に

関
与
し
た
う
え
で
伊
達
氏
が
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
持
宗
以
後
の
伊
達
氏

は
代
々
、
将
軍
か
ら
の
一
字
偏
諱
を
得
て
お
り
、
持
宗
・
成
宗
父
子
は
上
洛
も
遂
げ

て
い
る
。
伊
達
氏
は
当
主
の
権
威
を
高
め
る
梃
子
と
し
て
将
軍
と
の
関
係
性
を
利
用

し
て
お
り
、
そ
の
円
滑
な
通
交
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
越
後
に
も
所
領
を
確
保
し

て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

持
宗
の
孫
の
尚
宗
の
代
に
な
る
と
、
よ
り
直
接
的
に
越
後
の
上
杉
氏
と
連
携
す
る

よ
う
に
な
る
。
尚
宗
に
は
越
後
守
護
上
杉
房
定
の
養
女
が
輿
入
れ
を
果
た
し
、
以

後
、
伊
達
氏
と
上
杉
氏
と
の
間
に
は
お
互
い
の
必
要
時
に
は
援
軍
を
派
遣
す
る
「
合

力
」
の
関
係
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
〔
長
谷
川
一
九
九
五
〕。
た
だ
し
、
こ
の
「
合

力
」
関
係
は
、
姻
戚
関
係
だ
け
で
な
く
、
明
応
の
政
変
の
副
産
物
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
明
応
二
年
（
一
四
九
二
）、
京
都
を
追
わ
れ
た
将
軍
足
利
義
稙
が
越
中
に
入

る
と
、
越
後
上
杉
氏
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
諸
氏
に
対
す
る
多
数
派
工
作
を
展
開
し

て
お
り
〔
家
永
二
〇
〇
七
〕、
伊
達
尚
宗
も
そ
れ
に
与
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
〔
黒
嶋
二
〇
一
四
・
二
〇
一
七
〕〔
星
川
二
〇
一
七
〕。
京
都
の
将
軍
家
の
分
裂
と
い
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う
緊
迫
し
た
状
況
に
お
い
て
、
伊
達
氏
と
上
杉
氏
の
連
携
が
、
よ
り
直
接
的
な
軍
事

同
盟
へ
と
変
質
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
一
五
世
紀
に
お
け
る
伊
達
氏
は
、
越
後
と
の
深
い
関
係
性
を
保
持
し

続
け
た
と
い
え
る
。
そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
も
の
が
、
越
後
応
永
の
乱
に
お
け

る
援
軍
派
遣
と
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
獲
得
し
た
越
後
北
部
の
所
領
で
あ
っ
た
。
詳
細

は
省
略
す
る
が
、
尚
宗
の
子
稙
宗
の
代
に
も
越
後
と
の
関
係
性
は
続
き
、
つ
い
に
は

稙
宗
の
子
時
宗
丸
を
越
後
上
杉
氏
へ
養
子
に
送
り
込
も
う
と
す
る
が
、
計
画
は
失
敗

し
伊
達
家
中
は
深
刻
な
分
裂
状
況
に
陥
っ
た
（
伊
達
氏
天
文
の
乱
）。
一
六
世
紀
に

入
っ
て
も
越
後
へ
の
対
応
は
、
伊
達
氏
の
政
治
・
外
交
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持

ち
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に
―
京
都
～
奥
羽
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
質
的
変
遷
―

以
上
、
本
稿
で
は
越
後
応
永
の
乱
時
に
お
け
る
伊
達
持
宗
の
軍
勢
の
動
き
を
中
心

に
、
そ
の
政
治
的
な
背
景
と
と
も
に
、
伊
達
氏
側
に
お
け
る
越
後
へ
の
関
心
の
高
さ

を
検
討
し
て
き
た
。
伊
達
持
宗
は
幕
府
の
重
鎮
細
川
氏
を
介
し
て
守
護
方
の
支
援
を

要
請
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
を
好
機
と
し
て
、
奥
山
荘
を
は
じ
め
と
し
た

越
後
北
部
で
所
領
を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
の
伊
達
氏
は
越
後
と
の
関
係

性
を
保
ち
、
こ
れ
を
幕
府
通
交
の
一
助
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
例
は
、
幕
府
と
の
関
係
性
が
円
滑
に
機
能
し
て
い
る
場
合
は
、
室
町

期
に
お
い
て
も
他
国
に
所
領
を
獲
得
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
伊
達
氏
の
本
拠
と
し
た
福
島
盆
地
と
奥
山
荘
の
距
離
は
約
百
キ
ロ
に
及
び
、

遠
隔
地
の
所
領
を
ど
の
よ
う
に
経
営
し
て
い
た
の
か
は
史
料
に
明
ら
か
で
は
な
く
今

後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
な
か
で
一
つ
指
摘
し
う
る
の
は
、
持
宗
の
時

期
は
ま
だ
、
物
流
・
交
通
の
社
会
基
盤
が
戦
国
時
代
に
比
べ
る
と
順
調
に
機
能
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

こ
の
点
を
、
書
状
の
到
達
速
度
と
い
う
点
で
比
較
し
て
み
よ
う
。
持
宗
と
同
じ
時

期
、
南
陸
奥
の
篠
川
御
所
足
利
満
直
の
書
状
は
、
二
〇
日
で
京
都
に
到
着
し
て
い

る
（
（2
（

。
と
こ
ろ
が
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
上
杉
謙
信
（
越
後
府
中
）
と
織
田
信
長
（
岐

阜
）
の
間
の
書
状
は
、
片
道
二
三
日
を
費
や
し
て
い
る
（
（2
（

。
さ
ら
に
遠
距
離
の
伊
達
輝

宗
（
出
羽
米
沢
）
と
信
長
の
間
で
は
、
片
道
約
二
カ
月
も
か
か
っ
て
い
る
（
（2
（

。
運
搬
時

間
に
は
季
節
や
天
候
の
問
題
、
あ
る
い
は
書
状
の
重
要
性
な
ど
と
い
っ
た
諸
要
因
も

影
響
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
単
純
比
較
は
難
し
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
室
町
時
代

は
戦
国
時
代
よ
り
も
物
流
・
交
通
の
社
会
基
盤
が
安
定
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
物
流
・
交
通
の
社
会
基
盤
が
、
時
に
は
軍
勢
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
。
越

後
応
永
の
乱
時
に
お
け
る
、
伊
達
勢
を
は
じ
め
と
し
た
他
国
か
ら
の
広
域
的
な
軍
勢

の
動
き
も
、
こ
れ
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
世
前
期
の
広
範
な
人
・
モ
ノ
の

動
き
が
い
ま
だ
継
続
す
る
段
階
と
し
て
、
室
町
期
の
地
域
社
会
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

註（
1
）　

越
後
応
永
の
乱
を
検
討
し
た
研
究
は
数
多
い
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、〔
羽
下
一
九　
　

九
五
〕、〔
佐
藤
博
信
二
〇
〇
六
〕、〔
山
田
一
九
八
七
〕、〔
田
村
二
〇
〇
四
〕
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

（
2
）　
「
満
済
准
后
日
記
」（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
一
）
応
永
三
一
年
二
月
三
日
条

（
3
）　
「
看
聞
日
記
」（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
二
）
応
永
三
一
年
一
一
月
二
六
日
条

（
4
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
応
永
三
三
年
一
一
月
十
七
日
条

（
5
）　
（
応
永
三
四
年
）
二
月
一
六
日
付
、
足
利
義
持
御
内
書
（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書

四　

小
笠
原
文
書
』
第
三
帖
一
八
号
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、（
同
年
）
六
月
二
九
日

付
、
足
利
義
持
御
内
書
（
同
書
第
三
帖
一
九
号
）、（
同
年
）
一
〇
月
二
六
日
付
、
足
利
義
持
御

内
書
（
同
書
第
二
帖
一
五
号
）。

（
6
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
応
永
三
五
年
二
月
一
〇
日
条

（
7
）　
『
大
日
本
古
文
書　

醍
醐
寺
文
書
別
集　

満
済
准
后
日
記
紙
背
文
書
』
一
三
三
二
号
、（
応
永

卅
五
年
二
月
）
准
三
宮
満
済
日
記

（
8
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
正
長
二
年
七
月
一
一
日
条

（
9
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
永
享
二
年
五
月
二
八
日
条
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（
10
）　
「
中
条
秀
叟
房
資
記
録
」『
新
潟
県
史　

資
料
編
第
四
巻
』
一
三
一
六
号

（
11
）　

前
掲
註
（
3
）「
看
聞
」
応
永
三
一
年
一
一
月
二
六
日
条

（
12
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
正
長
二
年
四
月
二
六
日
条

（
13
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
永
享
三
年
六
月
六
日
条

（
14
）　

前
掲
註
（
10
）「
中
条
秀
叟
房
資
記
録
」

（
15
）　

な
お
史
料
的
に
は
明
証
を
欠
く
が
、
伊
達
氏
と
同
様
に
細
川
氏
を
取
次
と
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
会
津
の
蘆
名
氏
に
つ
い
て
も
、
越
後
応
永
の
乱
へ
の
関
与
を
想
定
し
う
る
。
乱
と
前
後

し
て
、
蘆
名
氏
は
同
族
の
新
宮
氏
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
新
宮
氏
は
越
後
加
地
荘
五
十

公
野
へ
逃
亡
し
た
と
い
い
（「
会
津
旧
事
雑
考
」）、
そ
の
後
、
越
後
国
小
河
荘
内
の
蘆
名
氏
の

拠
点
へ
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
た
（「
塔
寺
八
幡
長
帳
」）。
こ
う
し
た
蘆
名
氏
と
新
宮
氏
の
抗
争

は
、
越
後
応
永
の
乱
の
余
波
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
16
）　

奥
羽
な
ど
関
東
周
辺
諸
国
の
諸
氏
の
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
た
ん
に
親
幕
府
派
で
あ
る

こ
と
の
み
を
指
標
と
し
た
「
京
都
御
扶
持
衆
」
と
い
う
把
握
の
み
で
は
な
く
、
ど
の
幕
府
重
鎮

と
関
係
性
を
築
い
て
い
た
か
と
い
う
点
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
17
）　
「
余
目
氏
旧
記
」（『
仙
台
市
史　

資
料
編
一
』
余
目
家
文
書
一
六
号
）

（
18
）　

建
武
三
年
一
一
月
一
八
日
付
け
、
羽
黒
義
成
軍
忠
状
写
（「
奥
山
庄
史
料
」
所
収
中
条
文
書
、

『
新
潟
県
史　

資
料
編
四
中
世
二
』
一
九
三
五
号
）

（
19
）　
（
文
明
十
八
年
）
八
月
三
日
付
け
、
羽
黒
房
義
書
状
（「
山
形
大
学
所
蔵
中
条
家
文
書
」、『
新

潟
県
史　

資
料
編
四
中
世
二
』
一
九
〇
二
号
）。
年
次
比
定
は
〔
長
谷
川
一
九
九
五
〕
に
よ
る
。

（
20
）　
（
文
明
十
八
年
）
一
一
月
一
二
日
付
け
、
中
条
朝
資
書
状
（「
山
形
大
学
所
蔵
中
条
家
文
書
」、

『
新
潟
県
史　

資
料
編
四
中
世
二
』
一
九
〇
〇
号
）。
年
次
比
定
は
〔
長
谷
川
一
九
九
五
〕
に
よ

る
。

（
21
）　

永
正
一
五
年
一
一
月
三
日
付
け
、
頤
神
軒
存
奭
算
用
状
（『
大
日
本
古
文
書　

伊
達
家
文
書
』

八
〇
号
）

（
22
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
永
享
三
年
二
月
二
九
日
条

（
23
）　

永
享
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
付
け
、
細
川
持
之
施
行
状
（
東
京
大
学
白
川
文
書
、『
白
河
市

史　

第
五
巻
資
料
編
二
古
代
・
中
世
』
四
九
九
号
）

（
24
）　
（
宝
徳
三
年
）
八
月
一
三
日
付
け
、
飯
沼
頼
泰
書
状
（「
反
町
英
作
氏
所
蔵
文
書
三
浦
和
田
黒

川
氏
文
書
」『
新
潟
県
史　

資
料
編
四
中
世
二
』
一
四
一
四
号
）

（
25
）　

前
掲
註
（
2
）「
満
済
」
正
長
二
年
九
月
二
日
条
に
「
同
日
又
自
佐
々
川
以
山
臥
御
注
進
、

八
月
十
日
歟
日
付
注
進
、
一
昨
日
晦
日
京
着
了
、」
と
あ
る
。

（
26
）　
（
永
禄
一
一
年
）
七
月
二
九
日
付
け
、
織
田
信
長
書
状
「
去
六
日
芳
問
」（「
志
賀
槇
太
郎
氏

所
蔵
文
書
」、『
上
越
市
史　

別
編
一
上
杉
氏
文
書
集
一
』
六
一
〇
号
）、（
天
正
三
年
）
六
月

一
三
日
付
け
、
信
長
書
状
「
去
月
十
九
日
書
札
、
今
日
令
披
閲
候
」（「
謙
信
公
御
書
集
」『
上

越
市
史　

別
編
一
上
杉
氏
文
書
集
一
』
一
二
五
五
号
）

（
27
）　
（
天
正
元
年
）
一
二
月
二
八
日
付
け
、
織
田
信
長
書
状
「
去
十
月
下
旬
之
珍
簡
近
日
到
来
」

安
部
俊
治　

二
〇
一
〇
年
「
一
六
世
紀
後
期
伊
達
領
長
井
・
越
後
間
の
交
通
路
と
支
城
主
」『
年
報

都
市
史
研
究
』
一
七

飯
村　

均　

二
〇
〇
九
年
『
中
世
奥
羽
の
考
古
学
』
高
志
書
院

家
永
遵
嗣　

一
九
九
五
年
『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室

　
　
　
　
　

二
〇
〇
七
年
「
足
利
義
材
の
北
陸
滞
在
の
影
響
」
加
能
史
料
編
纂
委
員
会
編
『
加
賀
・

能
登　

歴
史
の
扉
』
石
川
史
書
刊
行
会

小
川　

信　

一
九
八
〇
年
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

金
子　

拓　

二
〇
〇
二
年
「
室
町
幕
府
と
奥
州
」
柳
原
敏
昭
・
飯
村
均
編
『
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
奥

州
』
高
志
書
院

黒
嶋　

敏　

二
〇
一
四
年
「
室
町
幕
府
と
遠
国
・
境
界
―
〈
二
つ
の
将
軍
家
〉
再
考
―
」（
川
岡
勉　

編
『
中
世
の
西
国
と
東
国
』
戎
光
祥
出
版
）

　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
「
京
・
鎌
倉
と
東
北
」（
白
根
靖
大
編
『
東
北
の
中
世
史
三　

室
町
幕
府

と
東
北
の
国
人
』
吉
川
弘
文
館
）

　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
「〈
二
つ
の
将
軍
家
〉
と
奥
羽
の
連
歌
師
」『
東
北
中
世
史
研
究
会
会
報
』

二
四

佐
藤
進
一　

一
九
六
七
年
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究　

上
』
東
京
大
学
出
版
会

　
　
　
　
　

一
九
九
〇
「
守
護
制
度
史
上
の
信
濃
」（
同
著
『
日
本
中
世
史
論
集
』
岩
波
書
店
、
初

出
一
九
六
八
）

佐
藤　

俊　

二
〇
一
九
年
「
東
北
地
方
南
部
地
域
に
お
け
る
珠
洲
系
・
越
前
陶
器
の
様
相
」
北
野
博

司
先
生
還
暦
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
日
日
是
好
日　

北
野
博
司
先
生
還
暦
記
念
論

集
』
北
野
博
司
先
生
還
暦
記
念
事
業
実
行
委
員
会

佐
藤
博
信　

二
〇
〇
六
年
「
越
後
応
永
の
内
乱
と
長
尾
邦
景
」
同
氏
著
『
越
後
中
世
史
の
世
界
』
岩

田
書
院
（
初
出
一
九
七
六
年
）

杉
山
一
弥　

二
〇
一
四
年
『
室
町
幕
府
の
東
国
政
策
』
思
文
閣
出
版

　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
「
伊
達
政
宗
の
乱
の
展
開
と
稲
村
公
方
・
篠
川
公
方
」『
関
東
足
利
氏
の

歴
史 

第
三
巻　

足
利
満
兼
と
そ
の
時
代
』　

戎
光
祥
出
版

田
中　

聡　

二
〇
一
一
年
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
佐
渡
守
護
と
本
間
氏
」『
新
潟
史
学
』

六
六
号

田
村　

裕　

二
〇
〇
四
年
「
越
後
応
永
の
大
乱
」『
上
越
市
史　

通
史
編
二
』
上
越
市

中
野
豈
任　

一
九
八
八
年
『
忘
れ
ら
れ
た
霊
場　

中
世
心
性
史
の
試
み
』
平
凡
社

長
谷
川
伸　

一
九
九
五
年
「
南
奥
羽
地
域
に
お
け
る
守
護
・
国
人
の
同
盟
関
係
」『
地
方
史
研
究
』

お
も
な
参
考
文
献

（『
大
日
本
古
文
書　

伊
達
家
文
書
』
二
九
一
号
）、
な
お
、
同
書
状
の
米
沢
到
着
は
翌
年
二
月

二
一
日
で
あ
る
（「
伊
達
輝
宗
日
記
」『
大
日
本
古
文
書　

伊
達
家
文
書
』
二
九
二
号
）。
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［奥羽から見た越後応永の乱］……黒嶋敏

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
一
日
受
付
、
二
〇
二
三
年
五
月
二
二
日
審
査
終
了
）

二
五
四

　
　
　
　
　

二
〇
〇
五
年
「
地
域
社
会
の
自
立
に
む
け
て
」
池
享
・
原
直
史
編
『
街
道
の
日
本
史

二
四　

越
後
平
野
・
佐
渡
と
北
国
浜
街
道
』
吉
川
弘
文
館

羽
下
徳
彦　

一
九
九
五
年
「
越
後
に
お
け
る
守
護
領
国
の
形
成
」
同
氏
著
『
中
世
日
本
の
政
治
と
史

料
』
吉
川
弘
文
館
（
初
出
一
九
五
九
）

星
川
礼
応　

二
〇
一
七
年
「
奥
州
伊
達
氏
と
室
町
幕
府
」『
歴
史
』
一
二
九

水
澤
幸
一　

二
〇
〇
六
年
『
日
本
の
遺
跡
一
五　

奥
山
荘
城
館
遺
跡
』
同
成
社

　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
「
蒲
原
平
野
の
遺
跡
分
布
か
ら
み
た
潟
と
河
川
」『
日
本
海
沿
岸
の
潟
湖

に
お
け
る
景
観
と
生
業
の
変
遷
の
研
究
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
）
第

一
五
集
』

山
田
邦
明　

一
九
八
七
年
「
応
永
の
大
乱
」『
新
潟
県
史　

通
史
編
二
中
世
』
新
潟
県
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The Echigo Oei Rebellion as Seen from Ou : 
The Invasion of the Date Clan and Its Background

KUROSHIMA Satoru

This paper traces the movements of the Mutsu Date clan (陸奥伊達氏), who intervened militarily 

from neighboring countries, in the Echigo Oei War (越後応永の乱, an internal conflict between the 

Uesugi clan, the shugo of Echigo, and the Nagao clan, the shugo, in the 1420s), and what emerges 

from this, which examines the aspects of human and material exchanges that took place between 

Echigo and the southern part of Ou （奥羽, the two countries of Mutsu and Dewa） during the same 

period.

At that time, the Muromachi shogunate (室町幕府) and the Kamakura-Fu (鎌倉府) were in a 

political dispute, and Shogun Ashikaga Yoshimochi (足利義持)　supported the Shugo Uesugi clan. It 

is believed that the Date clan headed for Echigo under the direction of the shogunate. However, the 

Date clan took advantage of the confusion and secured territories such as Okuyama-no-syo （奥山荘） 

in northern Echigo.Even before that, the Date clan was associated with the shogunate and became 

a member of the Kyoto Gofuchishu (京都御扶持衆), who received special support. Based on this 

relationship, the shogunate gave the Date clan territory in Echigo, and the distribution from the Sea 

of Japan side reached the Date clan’s territory via Echigo, so the Date clan had a relationship with 

Echigo. It is thought that the Mr. Date’s departure for the front also needs to be considered in the 

context of such wide-ranging movement of people and goods.
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